
令和６年度連携研究スキームによる研究委託事業（委託研究課題） お問合せ一覧（公募：令和６年７月８日（月）～令和６年８ 月19 日（月）12 時）

内容 回答

1
外部のシンクタンクのようなところに一部分をお願いできればということも

考えているが、その支出内容についても提出する必要がありますか。

まず、応募の申請に当たってコンソーシアムを作る際の研究体制を書

くところがありますので、その中で想定されている協力機関を記載し

ていただくようお願いします。

なお、採択された際には、実績報告の際にすべての経費について報告

いただかなければなりません。

2

テーマ１：アフリカ安保について、研究対象国は、北アフリカ、西アフリカ

（東部）、東アフリカとありますが、すべてをカバーしないといけないで

しょうか。

すべてカバーしていただくということを想定して研究課題を出してお

ります。

3
共同研究者として大学ではないところに所属している研究者にお願いするこ

とも可能でしょうか。
可能ですが、e-Radの登録を行っていただくことが必要です。

4
テーマ１：アフリカ安保について、政策研の研究課題でどのような分析をす

るかを教えていただくことは可能でしょうか？

政策研の研究課題でどのような分析をするかについては、委託先が決

まり次第委託先と政策研で議論して詰めていくということになりま

す。今の段階では決まっておりません。

5
応募の終了までにコンソーシアムにおける共同研究機関においてもe-Radで

の登録について組織内の承認を済ませておくことが必要なのでしょうか。

共同研究機関については必要ありませんが、代表機関においてはe-

Radでの登録について組織内の承認を済ませた上でe-Radを通じて応募

していただくことが必要です。e-Radを通じた手続きについては研究

開発責任者が提出した後に、事務担当者が承認をしないと申請が完了

できない仕組みになっておりますので、余裕をもって計画的に準備い

ただくようにお願いいたします。e-Radを通じた手続きについて不明

なことがございましたらお問い合わせ先にお尋ねください。

6

地域の定義に関して 、質問させて頂ければ幸いです。

特に東アフリカですが、どこまでを範囲に考えても良いでしょうか？

例えば、こちらの「国連による世界地理区分」に従っても良いでしょうか？

「国連による世界地理区分」に従っていただいて差し支えございませ

ん

7

単独での応募とは、例えば、単独応募となり研究機関内で各テーマに沿っ

て、研究チームを構成することに関しては、

特に差し障りは無いと考えてよろしいでしょうか？

前段について→研究機関内で研究チームを構成いただくことについて

は、差し支えございません。

8

公募要領9ページの以下の「試験研究調査委託費」ですが、

他の研究機関へ家計調査の委託契約を構想しています。

例えば、コンソーシアムを構成して、かつ、代表機関のみが家計調査の委託

契約を考えている場合も、

この条件によると、再委託となり認められないでしょうか？

外注分析に要する経費は雑役務費に計上することが可能です。再委託

に当たらない外注とは、あくまでも研究ではなく研究の補助、事務的

なものと位置付けております。

家計調査の委託契約が、再委託に当たらない外注に該当する場合は、

雑役務費に計上可能ですが、研究内容の一部を他の研究機関に担って

いただく場合は、コンソーシアムを構成していただきたく存じます。



9

誓約書の記載（様式7）について

①誓約書に押印は必要ですか。

②誓約書の研究課題は、「研究テーマ」や「政策連携研究課題名」ではなく

「委託研究課題名」でよいですか

①押印は不要です

②委託研究課題名をご記載ください

10

支出科目について、コンサルや業者にデータ整理や出張時の報告書作成等を

依頼することを予定してます。

①支出科目は、雑役務費で良いでしょうか。

②金額の上限（研究費の10%以内など）制限がありますか。

①外注分析に要する経費は雑役務費に計上することが可能です。再委

託に当たらない外注とは、あくまでも研究ではなく研究の補助、事務

的なものと位置付けております。

なお、コンサルや業者等が作成される報告書については、あくまでも

上記のとおり「研究の補助」という位置づけになりますので、これ自

体をそのまま「研究成果」として扱うことはできませんので御留意く

ださい。

②上限は設けておりません。

11

私は非常勤ではありますが、研究開発責任者としての応募を考えており、本

研究を遂行するのに十分な実施体制が整っています。

非常勤として応募することが可能であるかどうかを確認させてください。

また、非常勤としての応募が可能な場合、実施体制について「研究実施計

画」の「研究の内容および実施体制」に補足的な説明として記載してもよい

でしょうか？

→研究の遂行や各所との連絡調整が継続的に実施可能であれば、非常

勤職員であっても、例外的に研究開発責任者になっていただくことは

差し支えないかと存じます。

また、「研究実施計画」の「研究の内容および実施体制」に記載いた

だくことにつきましても差し支えございません。


